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2013 年 5 月 新緑号
秋田高校東京同窓会

〒106-0032 港区六本木 5-16-5
　インペリアル六本木 1001　鎌田会計事務所内
TEL 03-5545-7775  FAX 03-5545-0087 
URL http://www.shuko-ob.net/秋高東京同窓会会報

題字　布田祐五郎様

　140 年の歴史。見守り続けた太平山。あの時代、あの青春を今一度、現在
に結びつけ「汝 何の為に其処に在り也」（1967年離任演説、鈴木健次郎校長）と……。
　ここに〈秋高140 年東京の集い〉を呼びかけます。各年次、クラブ、友好
他校のみなさん。 どうぞわいわい、かつ重く、楽しく……。
　ご参加をお願いいたします。

記念シンポジウム　

コーディネーター
橋本五郎（東京同窓会会長

・ジャーナリスト）

パネリスト
明石康さん（元国連事
務次長・S25 年卒）

パネリスト
石川真紀さん（文化放送
アナウンサー・H5 年卒）

パネリスト
西木正明さん

（直木賞作家・S34 年卒）

パネリスト
土井英司さん（日本を代表する

ビジネス書評家・H5 年卒）

秋田高校創立 140 周年・東京同窓会の集い

〒160-0023　東京都新宿区西新宿 2-7-2
TEL 03-3348-1234 FAX 03-3344-5575

東
京
都
庁

都議会
新
宿
駅

西
口

ハイアットリージェンシー東京

甲州街道

青梅街道

住友
ビル

NSビル

新宿セン
タービル

秋田高等学校創立1873年（明治６年）9月1日、創立140年
同窓生数37,625人（2013年 4月現在）、在籍生徒数860人（2013年 4月現在）

★ 2013 年 7 月 6 日（土）14 時 30 分開会～
★ハイアットリージェンシー東京（東京都庁横）

★記念シンポ、アトラクション、懇親会
　OB 著作プレゼント付　会費 8000 円

『私の秋高時代、あの時代…。そしてこれから』

秋田高校東京同窓会会長　橋本五郎
創立 140 周年東京同窓会の集い実行委員長　二木　猛

７月６日（土）14時 30 分～ ハイアットリージェンシー東京

秋田高校創立140周年
東 京 同 窓 会 の 集 い

第29回国民文化祭
・2014あきた
応援事業

2014年10月4日〜11月3日



秋田高校東京同窓会会報

　秋
田
県
立

　
　秋
田
高
等
学
校
校
歌

 

大
正
十
一
年
七
月
十
五
日

 

作
詞

　土
井
晩
翠

 

作
曲

　祭
田

　貞

天
上
は
る
か
に
太
平
山
の

姿
は
け
だ
け
し
三
千
余
尺

長
江
流
れ
て
六
十
幾
里

海
に
と
馳
せ
行
く
雄
物
川
波

2013 年 5 月 新緑号── 2創立140周年特集

［Ⅰ］記念シンポジウム（90分）

　　『私の秋高時代、あの時代……そしてこれから』
パ　ネ　ラ　ー　明石康さん（S25年卒）、西木正明さん（S34年卒）、石川真紀さん
	 （H5年卒）・土井英司さん（H5年卒）
コーディネーター　橋本五郎・東京同窓会会長（S40年卒）

［Ⅱ］アトラクション（120分）
メ  ッ  セ  ー  ジ
　　高橋貢学校長、豊口祐一本部同窓会会長、
他校ゲスト　小野清子さん（秋田北高）、
三浦清さん（秋田商業）　など
各期・部パフォーマンス
　　ジャズバンド・菊地康正さん（S47 年卒）

S30 年卒、S36 年卒、S39 年卒、S42年卒、H16年卒、野球部
矢留会、ラグビー部OB会など予定。もちろん応援歌、校友歌、
全員での校歌、エールも。

豪華プレゼント
秋高OB各界人の著作本、サイン入りなど
プレゼントを全員に……。もしかしてあのグッズも……。

当日の演奏曲は、ス
タンダードナンバー
のダニーボーイ、ア
イルランドでは葬送
の曲でも有ります。
今回の震災の復興に
もこの曲が届けばと
の思いで演奏いたし
ます。
さらに数曲演奏する予定です。
メンバーは、作詞家で歌手である稲里ひろ
み、ピアノの出口誠、ラテンパーカッション
の今福健司、そして私の弟子である熊川暢
子のサックスで、お届けする予定です。
http://kose-sax-flute.jp/

S47 卒　菊地康正

（1873年）9月1日	 秋田市東根小屋町日新学校内に洋学科を増設、洋学校
と称する。これが本校の濫觴である。

（1874年）5月22日	 洋学校は伝習学校（明治6年10月1日開設の師範学校
の前身）と統合して太平学校と改称し、校舎を秋田市東根小屋町旧
藩校明徳館跡に新築、中学校（洋学校の改称）伝習科を併置。

（1876年）9月	 中学科を変則中学科と改称。
（1878年）3月	 校舎の新築成り、太平学校を秋田県師範学校と改称。

変則中学科を中学師範予備科と改称。
（1878年）4月12日	 秋田県師範学校開校式。
（1882年）7月1日	 中学師範予備科を廃して秋田中学校と改称して独立。
（1882年）9月1日	 秋田中学校開校。初等、高等の2科に分け、初等を在

学4年として高等は2年を増設。
（1886年）8月7日	 秋田尋常中学校と改称、秋田市西根小屋町秋田県師範

学校女子教員養成部に移転。
（1888年）4月	 秋田市東根小屋町秋田医学校に移転。校地内に農業試

験場を設置。
（1892年）4月1日	 校友会を創設。
（1893年）1月	 本校校章を三剣菱章に改訂。また帽子も従来のドイツ

型をフランス型に改定。
（1893年）4月	 農業専修科を市外寺内村八橋（元第一勧業場、土地建

物全部本校所有となる）に設置。
（1895年）4月1日	 農業専修科が独立。秋田県簡易農学校（秋田県立大曲

農業高等学校の前身）創立。
（1898年）4月1日	 横手、大館に2中学校が増設されたため、本校の名称

を秋田県第一尋常中学校と改称。
（1899年）4月1日	 秋田県第一中学校と改称。
（1900年）11月23日	 艇庫の新築成り、開艇庫式を挙行。（南秋田郡川尻村字

石倉向17番地　敷地7畝15歩に建築）
（1901年）7月	 秋田県立秋田中学校と改称。

（1915年）		 8 月 22日　同窓会を創設。
（1916年）2月15日	 「校旗」制定式。
（1922年）7月15日	「校歌」を制定。
（1922年）9月1日	 創立 50周年式典を挙行。
（1925年）12月1日	 本校に夜間中学を付設。
（1928年）		 3月1日　夜間中学を閉鎖。
（1933年）9月2日	 創立 60周年式典を挙行。「校友会歌」制定。
（1936年）11月24日	秋田市手形字深田に新築された校舎に移転。
（1945年）9月19日	 進駐軍により校舎を接収されたため、将軍野にある帝

国石油鉱手養成所を仮校舎として借用、同月26日より授業開始。
（1945年）12月5日	 進駐軍に接収されていた校舎出火焼失。
（1948年）4月1日	 秋田県立秋田南高等学校と改称。また夜間課程並びに

通信教育課程を併置。
（1948年）6月1日	 定時制課程を併置。
（1948年）6月19日	 父母と教師の会（略称　秋田高校PTA)設立。
（1951年）4月1日	 普通科10学級設置。男女共学を実施。夜間課程を定時

制に併合。
（1953年）4月1日	 秋田県立秋田高等学校と改称。
（1961年）12月20日	 新築校舎落成式典を挙行。（秋田市手形大松沢）
（1964年）4月1日	 本校定時制を秋田東高等学校として独立し、元秋田大

学教育学部校舎を使用。
（1969年）4月1日	 女子制服制定。
（1971年）11月12日	 着装自由化決定。
（1973年）9月1日	 創立100周年記念式典を挙行。「秋高賛歌」制定。
（1983年）9月1日	 創立110周年記念式典を挙行。故古村先生リレーフ除幕。
（1983年）11月	 硬式野球屋内練習場落成。
（2003年）4月1日	 普通・理数科1学級減、8学級となる。2学期制、55

分授業を実施。
（2013年）9月1日	 創立140周年記念式典

秋田県立秋田高等学校　沿革

平成15年

大正 4年
明治 6年

昭和 3年
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Ｓ
34
卒
・
本
部
同
窓
会
長
　
豊
口
　
祐

　

東
京
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
同
窓
会
に
対
し
、
常
日
頃
よ

り
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

母
校
が
今
年
創
立
１
４
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
は
、
喜
ば

し
い
限
り
で
す
。
母
校
に
も
少
子
化
の
波
は
押
し
寄
せ
て
お
り

ま
す
が
、
文
武
両
道
と
自
主
自
律
の
精
神
の
も
と
、
品
性
の
陶

冶
を
理
念
と
す
る
成
果
に
い
さ
さ
か
の
揺
ぎ
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

東
京
同
窓
会
の
皆
様
と
と
も
に
母
校
の
更
な
る
発
展
を
祈
念
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
同
窓
会
活
動
に
ご
支
援
を
下
さ
る
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｓ
22
卒
・
佐
藤
　
菊
夫

『
秋
中
創
立
70
周
年
』
の
思
い
出

　

昭
和
18
年
８
月
31
日
、
正
に
太
平
洋
戦
争
た
け
な
わ
の

時
代
、
当
時
私
は
旧
制
秋
田
中
学
２
年
生
だ
っ
た
が
、『
創

立
70
周
年
』
を
迎
え
た
。
当
時
は
現
在
の
豪
華
な
式
典
と

違
っ
て
、
質
素
で
控
え
め
で
は
あ
っ
た
が
、
祝
賀
記
念
式

は
、
２
５
０
０
名
の
全
校
生
が
体
育
館
に
お
い
て
、
県
知

事
を
初
め
、
来
賓
、
校
長
の
各
祝
辞
は
、
我
が
国
で
も
歴

史
に
輝
く
誇
り
高
い
名
門
秋
田
中
学
校
の
賛
辞
に
感
銘
を

受
け
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
式
典
が
、
今
あ
り
あ
り
と
思

い
出
さ
れ
て
な
ら
な
い
。

　

式
後
、
各
自
の
教
室
の
机
に
着
い
た
。
担
任
は
満
面
に

笑
顔
を
浮
か
べ
、
再
度
祝
賀
の
挨
拶
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、

あ
の
戦
中
の
食
糧
難
の
時
代
に
も
拘
わ
ら
ず
、
全
生
徒
に

紅
白
の
の
し
紙
に
包
ま
れ
た
お
赤
飯
を
、
先
生
は
一
人
ひ

と
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。
更
に
先
生
は
「
こ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
は
必
ず
両
親
に
渡
し
、
少
な
い
け
れ
ど
も
ご
家
族

の
皆
さ
ん
で
お
上
が
り
に
な
る
よ
う
に
」
と
、
私
達
に
言

い
含
め
る
よ
う
に
言
っ
た
。
当
時
８
人
家
族
の
我
が
家
で

は
、
夕
食
に
一
口
ず
つ
で
は
あ
っ
た
が
、
感
謝
と
喜
び
で

家
族
が
声
を
合
わ
せ
て
「
御
目
出
度
う
！
」
と
云
っ
て
味

わ
っ
た
。

秋高140周年によせて
教
育
の
神
髄
は
「
師
弟
」
に
あ
り

Ｓ
40
卒
・
秋
田
高
校
東
京
同
窓
会
会
長
　
橋
本
五
郎

　

つ
い
先
日
出
版
さ
れ
た
平
川
祐
弘
氏
の
『
竹
山
道
雄
と
昭
和

の
時
代
』（
藤
原
書
店
）
を
読
ん
で
、
真
の
教
育
と
は
何
か
を

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
最
も
核
に
あ
る
の
が
師
弟
の
関
係

で
は
な
い
か
と
改
め
て
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

に
は
旧
制
一
高
で
の
生
徒
を
慈
し
む
教
師
と
、
先
生
を
心
か
ら

慕
う
教
え
子
た
ち
の
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
竹
山
道
雄
の
葬

儀
で
教
え
子
の
芳
賀
徹
（
東
大
名
誉
教
授
）
は
弔
辞
を
読
み

ま
し
た
。「
先
生
方
は
、
私
た
ち
を
懸
命
に
引
き
あ
げ
、
古
き

よ
き
も
の
を
私
た
ち
に
伝
え
て
新
し
い
世
界
に
送
り
出
そ
う
と
、

ほ
ん
と
う
に
精
魂
を
傾
け
て
教
育
と
研
究
に
当
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
」

　
「
汝
、
何
の
た
め
に
そ
こ
に
あ
り
や
」
の
鈴
木
健
次
郎
先
生

を
師
と
す
る
時
期
に
生
徒
で
あ
り
得
た
幸
運
を
心
か
ら
あ
り

が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
旧
制
高
校
を
い
た
ず
ら
に
理
想
化

す
る
こ
と
は
慎
ま
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
秋
高
の
秋
高
た

る
所
以
は
何
か
、
東
大
を
目
指
す
こ
と
と
は
別
に
、
師
弟
の
独

自
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
る
時
な
に
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

祝
辞

Ｓ
47
卒
・
秋
田
高
校
学
校
長
　
高
橋
　
貢

　

最
近
学
校
で
は
、
校
歌
は
必
ず
５
番
ま
で
歌
っ
て
い
る
。
晩

翠
作
詞
の
本
校
の
校
歌
は
、
悠
久
の
自
然
か
ら
始
ま
り
、
少
年

の
成
長
、
郷
土
の
偉
人
へ
の
憧
憬
、
学
問
へ
の
意
欲
と
人
生
へ

の
決
意
、
そ
し
て
桜
の
季
節
の
友
と
の
別
離
と
、
ま
さ
に
一
篇

の
漢
詩
の
よ
う
で
あ
り
、
途
中
で
切
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

４
番
の
「
お
の
れ
を
修
め
て
世
の
た
め
つ
く
す
」
は
、

１
４
０
周
年
の
テ
ー
マ
で
も
あ
り
、
生
徒
も
心
に
刻
ん
で
い
る
。

人
間
的
に
魅
力
の
あ
る
、
使
命
感
に
富
ん
だ
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

い
人
間
を
育
て
た
い
。

　

今
年
は
『
秋
高
創
立
１
４
０
周
年
』
と
聞
く
。
あ
れ
か

ら
更
に
70
年
経
っ
た
の
か
と
思
う
と
感
無
量
で
あ
る
。

Ｓ
22
卒
・
明
石
　
康

　

秋
高
創
立
１
４
０
周
年
を
心
か
ら
お
祝
い
し
ま
す
。
優

れ
た
高
校
と
し
て
、
そ
の
特
色
と
水
準
の
高
さ
で
知
ら
れ

た
秋
高
は
、
戦
後
の
混
迷
期
に
そ
こ
で
学
ん
だ
私
に
と
っ

て
忘
れ
が
た
い
存
在
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
活
力
あ
る
若

者
た
ち
が
巣
立
つ
学
校
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

秋
田
県
東
京
事
務
所
所
長
・
明
石
　
直
樹

　

秋
田
高
校
創
立
１
４
０
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

首
都
圏
の
様
々
な
方
面
で
御
活
躍
な
さ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｂ
の

皆
様
に
は
、「
ふ
る
さ
と
秋
田
」
の
応
援
団
と
し
て
引
き
続

き
多
大
な
る
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。（
大
館
鳳
鳴
出
身
）

在
京
秋
田
県
高
等
学
校
連
合
会
会
長
・
高
橋
　
　
実

　

秋
田
高
校
創
立
１
４
０
周
年
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
特
に
東
京
同
窓
会
の
皆
さ
ん
に
は
秋
高
連
に
対

す
る
ご
厚
誼
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
共
、
先
進
的
立
場
で
牽
引
し
て
頂
く
こ
と
を
願
い

益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。（
横
手
工
出
身
）
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Ｓ
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卒
・
荒
井
　
　
献

●
私
は
最
近
、
わ
が
国
の
価
値
観
が

「
国
家
は
国
民
の
た
め
に
あ
る
」
と
い
う

憲
法
の
視
点
か
ら
「
国
家
は
国
家
の
た

め
に
あ
る
」
と
い
う
憲
法
改
訂
へ
の
視

点
に
転
換
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
深
く

憂
慮
し
て
い
ま
す
。
秋
田
高
校
が
こ
の

よ
う
な
問
題
を
も
生
徒
た
ち
と
共
に
考

え
る
「
教
育
の
場
」
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
止
み
ま
せ
ん
。Ｓ

28
卒
・
加
藤
日
出
男

●
若
い
時
は
活
動
家
と
し
て
活
目
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
27
年
度
の
全
学
学
生
自

治
会
総
連
会
の
会
長
と
し
て
…
。
卒
業

後
も
東
京
都
自
治
会
連
合
会
会
長
及
び

東
京
青
年
の
会
会
長
と
し
て
…
。
然
し
、

４
年
前
、
病
に
倒
れ
全
快
せ
ず
、
今
日

の
有
様
に
て
、
欠
席
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　

た
だ
し
、
根
っ
こ
の
会
だ
け
は
今
も

出
席
し
て
お
り
ま
す
。
大
切
な
生
き
る

ひ
と
つ
の
〝
場
〟
を
い
た
だ
い
て
居
る

だ
け
で
幸
せ
で
す
。
間
も
な
く
84
歳
で

す
。
一
日
を
大
切
に
生
き
て
い
ま
す
。

Ｓ
30
卒
・
横
山
　
樹
静

●
昭
和
二
十
七
年
入
学
の
秋
田
駅
前
校

舎
は
旧
練
兵
場
跡
の
木
造
二
階
で
、
汽

車
通
の
一
～
二
年
時
が
高
歯
下
駄
で
三

年
時
は
平
下
駄
で
通
学
し
下
校
時
は

金
座
街
を
通
っ
た
。
ま
た
正
門
横
の
日

米
会
館
の
受
付
女
性
は
美
人
で
あ
っ
た
。

校
舎
裏
の
土
手
下
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
ク

ラ
ス
対
抗
の
野
球
試
合
や
冬
の
長
靴
ラ

ク
ビ
ー
等
が
懐
か
し
い
。
創
立
八
〇
周

年
記
念
式
典
を
グ
ラ
ン
ド
で
行
っ
た
の

は
二
年
の
時
で
あ
る
。

　

一
学
年
五
百
人
の
十
ク
ラ
ス
で
、
高

橋
一
郎
（
ウ
マ
）
校
長
の
揮
下
に
組

担
任
が
、
一
年
時
は
一
般
社
会
の
和
賀

（
花
王
セ
ッ
ケ
ン
）
先
生
、
二
年
は
世

界
史
の
大
石
（
ゲ
ホ
）
先
生
、
三
年
時

は
数
学
の
田
中
（
ク
マ
）
先
生
、
他
に

（
ア
ド
ル
ム
）
や
（
ワ
ラ
ジ
）
等
、
ほ
ゞ

全
先
生
を
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
話
し
て
い

た
。

Ｓ
31
卒
・
町
田
　
睿

●
精
神
の
揺
籃
期
に
名
門
秋
田
高
校
で

学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思

い
ま
す
。

　

故
郷
秋
田
は
、
今
、
少
子
高
齢
化
と

人
口
減
少
の
最
進
県
と
し
て
、
衰
退
の

一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。
是
非
力
を
貸

し
て
く
だ
さ
い
。

　

秋
田
の
資
源
を
活
か
し
て
、
新
し
い

秋
田
を
再
生
し
た
い
と
微
力
を
尽
く
し

て
い
ま
す
。

Ｓ
32
卒
・
小
柳
　
輝
芳

●
Ｇ
Ｏ
！
わ
が
母
校
（
秋
田
高
校
！
）

創
立
１
４
０
年
と
は
古
い
ネ
。
古
い
こ

と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。
そ
こ
で
ギ

ン
ギ
ン
の
高
校
生
を
振
り
返
っ
て
み
る
。

へ
っ
ち
ょ
、
げ
ほ
、
わ
ら
じ
、
く
ん
し
、

や
ぎ
、
ぼ
っ
ぷ
う
ま
、
お
に
っ
こ
、
ち

ん
ち
や
、
た
む
て
つ
、
あ
ど
る
む
、
じ

ー
ぷ
等
々
。
い
ず
れ
も
な
つ
か
し
い
先

生
た
ち
。
こ
れ
が
一
番
の
思
い
出
。

Ｓ
33
卒
・
熊
谷
光
太
郎

●
母
校
の
甲
子
園
出
場
は
、
平
成
11

年
の
夏
以
来
13
年
の
長
き
に
亘
っ
て
途

絶
え
て
い
る
。
残
念
で
、
情
け
な
く
て
、

た
だ
た
だ
口
惜
し
い
。
過
去
に
於
い
て
、

創
立
周
年
の
年
に
は
不
思
議
に
出
場
を

勝
ち
取
っ
て
い
る
。

　

私
は
こ
の
１
４
０
周
年
の
年
に
、
何

と
し
て
も
強
敵
を
撃
破
し
て
、
甲
子
園

に
駒
を
進
め
ら
れ
ん
こ
と
を
希
う
も
の

で
あ
る
。

Ｓ
34
卒
・
岩
崎
　
雅
典

●
秋
高
34
年
卒
の
友
人
の
〝
自
慢
こ
〟

バ
ス
ケ
・
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ス
の
現
監

督
中
村
和
雄
は
男
鹿
線
の
汽
車
通
仲

間
。
卓
球
ダ
ブ
ル
ス
世
界
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
の
木
村
興
治
し
同
期
（
卓
球
部
）。

直
木
賞
作
家
、
西
木
正
明
は
高
校
、
大

学
（
探
検
部
）
を
通
じ
て
の
仲
間
。
他

に
も
多
々
。
私
は
被
曝
し
た 

〝
福
島
の

生
き
も
の
た
ち
〟
記
録
映
画
で
多
忙
。

Ｓ
35
卒
・
吹
浦
　
忠
正

●
北
方
領
土
の
返
還
を
企
画
し

１
９
６
８
年
よ
り
１
０
０
回
以
上
訪
露

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
五
輪
以
来
、

世
界
の
国
旗
に
関
す
る
出
版
は
40
点
以

上
。
毎
日
、「
タ
デ
ィ
の
国
旗
の
世
界
」

Ｈ
Ｐ
を
更
新
し
て
い
ま
す
。
難
民
を
助

け
る
会
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
全
て
秋
高
時
代

に
培
っ
た
も
の
で
す
。

Ｓ
36
卒
・
村
山
公
士

●
東
京
の
36
年
卒
同
期
は
、
曜
日
に
関

わ
ら
ず
３
月
６
日
に
必
ず
集
ま
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
40
～
50
人
が
来
ま
す
。

そ
の
際
校
歌
を
歌
う
の
は
当
然
と
し
て
、

時
に
他
の
応
援
歌
を
歌
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
が
結
構
歌
え
て
し
ま
う
の

は
、
学
生
の
時
早
飯
を
し
て
、
昼
休
み

に
練
習
を
し
た
成
果
な
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｓ
38
卒
　
佐
々
木
常
夫

●
秋
田
が
も
っ
と
元
気
が
出
る
よ
う
に

み
ん
な
で
盛
り
立
て
て
い
き
ま
し
ょ
う

Ｓ
38
卒
・
高
田
　
　
斉

●
38
年
卒
の
私
は
母
校
の
歴
史
の
中

の
貴
重
な
場
面
に
居
合
わ
せ
た
思
い
が

あ
り
ま
す
。
駅
前
の
旧
校
舎
は
ま
さ
に

ボ
ロ
ボ
ロ
、
廊
下
は
き
し
み
窓
は
ス
キ

間
だ
ら
け
で
し
た
。
そ
れ
で
も
校
舎
に

は
愛
着
が
わ
き
ま
し
た
ネ
。
そ
れ
が
一

変
し
て
新
校
舎
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
。

一
部
は
当
時
と
し
て
は
新
設
計
で
し
た

が
、
ギ
ャ
ッ
プ
に
と
ま
ど
っ
た
感
が
あ

り
ま
し
た
。

　

一
言
で
云
え
ば
旧
校
舎
に
は
「
伝

統
」、
新
校
舎
は
「
希
望
」
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ

で
し
た
。

Ｓ
39
卒
・
阿
部
　
信
泰

●
日
本
国
際
問
題
研
究
所
で
軍
縮
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
核
兵
器

の
な
い
世
界
」
が
目
標
で
、
少
な
く
と

も
実
際
に
再
び
核
が
使
わ
れ
る
の
を
防

ご
う
と
い
う
の
が
、
目
下
の
課
題
で
す
。

北
朝
鮮
も
イ
ラ
ン
も
心
配
。
テ
ロ
事
件

が
起
こ
る
と
ビ
ク
ッ
と
す
る
こ
の
頃
で

す
。

Ｓ
39
卒
・
二
木
　
　
猛

●
母
校
１
４
０
周
年
記
念
の
次
に
、

我
々
39
期
生
は
卒
後
50
年
を
迎
え
る
。

来
年
の
あ
き
た
国
民
文
化
祭
に
合
わ

せ
て
記
念
同
期
会
を
行
う
計
画
。
我
々

《
私
の
秋
高
、あ
の
時
代
…
。そ
し
て
こ
れ
か
ら
》

ひ
と
こ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
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の
次
の
目
標
は
母
校
１
５
０
周
年
そ
し

て
卒
後
60
年
記
念
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、

み
ん
な
、
元
気
で
頑
張
ろ
う!!

Ｓ
41
年
卒
・
田
口
佳
孝

●
秋
田
高
校
の
想
い
出
は
、
何
と
言
っ

て
も
、
鈴
木
健
次
郎
校
長
は
じ
め
、
高

橋
先
生
（
国
語
）、
深
井
先
生
（
英
語
）、

人
馬
先
生
（
社
会
）、
大
場
先
生
（
世

界
史
）、
牛
越
先
生
（
生
物
）、
桜
井
先

生
（
数
学
）、
三
船
先
生
（
保
健
体
育
）、

北
条
先
生
（
数
学
）
な
ど
、
多
く
の
優

秀
で
教
育
熱
心
な
先
生
に
恵
ま
れ
た
こ

と
に
尽
き
ま
す
。

　

鈴
木
校
長
の
、
卒
業
生
に
送
る
こ
と

ば
、〝
汝
な
ん
の
た
め
に
そ
こ
に
あ
り

や
？
〟
は
、
私
の
人
生
に
と
っ
て
、
今

で
も
指
針
で
す
。

　

入
学
し
た
際
に
、
先
生
は
、
も
う
一

つ
、〝
全
国
的
視
野
に
立
て
！
〟
と
何

度
も
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
最
初
は
、

ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
東
京

に
出
て
、
ま
た
外
資
系
企
業
に
勤
務
し

て
、
全
国
的
視
野
を
全
世
界
的
視
野
で

物
事
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

１
４
０
周
年
の
秋
田
高
校
に
学
ん
だ
こ

と
を
、
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｓ
42
卒
・
清
水
　
光
雄

●
藤
田
嗣
治
の
パ
リ
を
思
わ
す
名
作
が

あ
る
平
野
美
術
館
、
秋
田
蘭
画
、
そ
し

て
千
秋
公
園
等
な
ど
、
秋
田
の
宝
を
大

い
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｓ
42
卒
・
畑
山
　
康
幸

●
秋
田
高
校
創
立
１
４
０
周
年
の
記
念

す
べ
き
年
に
小
生
も
40
年
勤
め
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
お
よ
び
放
送
研
修
セ
ン
タ
ー
の
仕
事

に
も
終
止
符
を
う
ち
ま
し
た
。
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
で
あ
る
朝
鮮
半
島
の
文
化
状
況

に
つ
い
て
考
察
を
深
め
、
そ
の
成
果
を

問
う
機
会
が
あ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

振
り
返
っ
て
、
小
生
が
朝
鮮
半
島
な
ど

東
ア
ジ
ア
に
関
心
を
持
っ
た
の
も
秋
田

高
校
の
時
代
で
し
た
。
秋
高
は
そ
の
意

味
で
も
う
一
つ
の
私
の
父
母
で
す
。

Ｓ
43
卒
・
荒
谷
　
紘
毅

●
秋
田
県
は
27
年
後
65
万
人
に
な
り

ま
す
。
皆
様
が
帰
郷
す
る
こ
と
が
一
番

の
ふ
る
さ
と
貢
献
で
す
。

Ｓ
43
卒
・
進
藤
　
孝
生

●
「
学
業
と
ス
ポ
ー
ツ
の
両
立
」
を
説

く
鈴
木
健
次
郎
校
長
の
下
、
我
々
わ
ず

か
17
人
の
ラ
グ
ビ
ー
部
は
児
玉
市
郎
監

督
の
指
導
に
よ
る
「
1
時
間
練
習
」
で

花
園
全
国
大
会
に
出
場
、
準
決
勝
ま
で

勝
ち
進
み
ま
し
た
。
知
力
・
気
力
・
体

力
の
バ
ラ
ン
ス
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大

切
さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。

Ｓ
44
卒
・
高
橋
裕
次
郎

●
高
校
時
代
の
思
い
出
は
、
良
き
友
、

良
き
師
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
尽
き
ま
す
。

　

今
で
も
、
秋
高
で
の
３
年
間
は
鮮
明

に
思
い
出
さ
れ
ま
す
し
、
ま
た
、
そ
の

後
の
私
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
47
卒
・
鎌
田
　
　
進

●
「
明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り
」
と

言
い
ま
す
が
、
秋
田
高
校
は
そ
の
明
治

6
年
に
創
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
坂
本
竜

馬
・
高
杉
晋
作
等
の
勤
王
の
志
士
が

活
躍
し
た
数
年
後
の
こ
と
で
す
。
そ
う

思
う
と
い
か
に
長
い
歴
史
が
刻
ま
れ
て

い
る
か
を
痛
感
し
ま
す
。
１
５
０
年
・

２
０
０
年
と
後
輩
た
ち
が
築
い
て
い
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
49
卒
・
舘
山
　
英
昌

●
一
番
思
い
出
さ
れ
る
の
は
歴
史
あ
る

名
門
秋
田
高
校
が
他
の
高
校
に
先
駆

け
て
行
っ
た
制
服
自
由
化
運
動
で
し
た
。

体
育
館
に
集
ま
っ
て
は
自
由
化
の
意
義

を
説
い
て
い
た
先
輩
諸
氏
の
姿
は
鮮
明

に
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
勝

ち
取
っ
た
自
由
。
自
由
な
れ
ば
こ
そ
行

動
責
任
な
ど
も
強
く
意
識
し
た
時
期
で

し
た
。
ま
た
在
学
中
に
創
立
１
０
０
周

年
を
迎
え
記
念
行
事
も
行
わ
れ
て
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
し
、
硬
式
野
球
チ
ー

ム
が
甲
子
園
出
場
も
果
た
し
花
を
添
え

た
よ
う
に
も
記
憶
し
て
い
ま
す
。
歴
史

に
残
る
時
期
に
高
校
生
活
を
過
ご
せ
た

こ
と
に
感
謝
で
す
。

Ｓ
50
卒
・
今
野
　
　
仁

●
私
が
在
学
中
１
０
０
周
年
で
し
た
の

で
、
も
う
40
年
の
月
日
が
経
過
し
た
ん

だ
と
思
う
と
本
当
に
光
陰
矢
の
ご
と
し

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
先
輩
後
輩
の
〝
キ

ズ
ナ
〟
を
密
に
し
て
我
が
同
窓
会
の
存

在
価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。Ｓ

50
卒
・
渡
邉
桃
伯
子
（
瀬
戸
智
子
）

●
私
た
ち
が
在
学
中
に
秋
田
高
校
創
立

１
０
０
周
年
の
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

作
家
の
丸
谷
才
一
氏
の
講
演
を
秋
田

県
民
会
館
で
聞
い
て
、
紅
白
の
お
ま
ん

じ
ゅ
う
を
も
ら
っ
て
帰
宅
し
た
こ
と
が

鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
あ
れ
か
ら

40
年
…
。
秋
田
高
校
の
仲
間
た
ち
と
の

「
絆
」
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
年
に

何
回
か
集
ま
っ
て
は
政
治
・
経
済
問
題

か
ら
昔
話
ま
で
何
時
間
も
語
り
合
っ
て

い
ま
す
。
私
の
「
財
」
で
す
。

Ｓ
56
卒
・
佐
々
木
菜
穂
子

●
３
月
に
行
わ
れ
た
第
一
回
男
鹿
ジ
オ

パ
ー
ク
検
定
に
合
格
、
男
鹿
の
魅
力
を

多
く
の
方
に
伝
え
た
い
と
い
う
願
い
に

一
歩
近
づ
き
ま
し
た
！　

夏
休
み
の
流

星
観
測
は
、
天
文
部
の
Ｏ
Ｂ
も
来
て
賑

や
か
で
し
た
ね
。Ｓ

58
卒
・
青
山
　
卯
女

●
社
会
に
出
て
か
ら
も
秋
高
出
身
と
い

う
と
、
多
く
の
人
に
「
県
立
秋
田
？
超

名
門
校
だ
ね
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
〝
天
上
は
る
か
に
〟
歴
史

と
看
板
を
誇
り
に
秋
高
生
ら
し
い
社
会

貢
献
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｓ
58
年
卒
・
石
井
浩
郎

　

皆
様
の
お
力
添
え
で
参
議
院
議
員

と
な
り
早
３
年
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。

こ
の
間
、
東
日
本
大
震
災
や
政
権
交
代

な
ど
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
対
応
し
て

参
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
与
え
ら
れ

た
職
責
を
全
う
し
、
ふ
る
さ
と
秋
田
の

た
め
に
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

Ｓ
62
卒
・
齊
藤
　
　
敬

●
広
さ
が
わ
ず
か
に
足
ら
ず
。
コ
ー
ナ

ー
部
分
が
削
ら
れ
た
変
則
五
角
形
の

コ
ー
ト
で
サ
ッ
カ
ー
に
明
け
暮
れ
た
３

年
間
。
狭
い
部
室
で
カ
マ
キ
リ
が
大
量

に
ふ
化
し
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
の
が
、

昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
あ

れ
か
ら
27
年
。
私
は
漫
才
師
に
な
り
ま

し
た
。

5 ── 2013 年 5 月 新緑号 創立140周年特集
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　会　　長　橋本　五郎（昭和40年卒）
　副 会 長　村山　公士（昭和36年卒）
　副 会 長　二 木 　猛（昭和39年卒）
　副 会 長　大野　省治（昭和42年卒）
　副 会 長　武 内 　暁（昭和42年卒）
　副 会 長　尾 形 　均（昭和44年卒）
　幹 事 長　鎌 田 　進（昭和47年卒）
　副幹事長　宮腰　良一（昭和42年卒）
　副幹事長　高橋裕次郎（昭和44年卒）
　副幹事長　今 野 　仁（昭和50年卒）
　副幹事長　百 瀬 　和（昭和56年卒）
　会計幹事　伊保谷　徹（昭和59年卒）
　会計幹事　佐藤　哲也（昭和49年卒）
　会計監査　横山　樹静（昭和30年卒）
　会計監査　東海林和彦（昭和45年卒）
　特別幹事　高橋　恒雄（昭和27年卒）
　特別幹事　大本香津子（昭和31年卒）
　特別幹事　小柳　輝芳（昭和32年卒）
　特別幹事　熊谷光太郎（昭和33年卒）

伊藤　清信　昭和37年卒

岩川作丕圖　昭和39年卒

大森　正高　昭和42年卒

大橋　　朗　昭和48年卒

高堂　　理　昭和48年卒

館山　英昌　昭和49年卒

鈴木　　香　昭和51年卒

鈴木　久彰　昭和52年卒

山岡　長英　昭和52卒卒

大谷　信之　昭和56年卒

工藤　　亨　昭和58年卒

諸橋　公喜　平成元年卒

佐々木広人　平成２年卒

土井　英司　平成５年卒

柳澤　奉享　平成８年卒

金谷さおり　平成10年卒

草野　　剛　平成10年卒

碇谷　賢祐　平成11年卒

浜田　浩二　平成16年卒

年度別　幹　事

2013 年　選出役員（案） 平成 24 年度 事業報告
平成 24 年 6 月 2 日（土）  定期総会 （ ハイアットリージェンシー ）
　ゲストスピーチ  工藤　進英 氏 （S41 年 卒）
　「大腸がん　これだけ知れば怖くない」
　　昭和大学医学部教授　　69 名参加　他校 8 名参加
7 月 1 日（日）秋高同窓会本部総会（イヤタカ）
　ゲストスピーチ　進藤　孝生 氏 (S43 年 卒 )
7 月 14 日（土）秋田ふるさと応援団「東日本大震災チャリティの集い」
　　（日本青年館）秋高より9 名参加
11 月 14 日（水） 秋田市高校連合けやき会 （秋田市情報交換会）
　 秋田市  穂積市長    秋高より11 名（アルカディア市ヶ谷）
　市長は南高出身ですが、中学の同級生も参加して和気あいあいでした
11 月 29 日（木）在京秋田県高校同窓会連合会（秋高連）総会（アルカディ
ア市ヶ谷）
　佐竹敬久秋田県知事　「県政運営の基本」　300 名参加　秋高より22 名
平成 25 年１月 26 日（土）大学生と社会人 OB との交流会
　（アルカデイア市ヶ谷）学生 13 名
　講師　鈴木　香　氏
　OB との活発な意見交換がありました。
１月 26 日（土） 賀詞交換会    59 名 （アルカディア市ヶ谷）
　ゲストスピーチ  齊 藤　敬 氏 （S62 年 卒）　「私は寄席芸人」
　秋田ふるさと応援団や秋田文化会議等秋田に関連する催し物や討論といっ

たものが増えつつあり秋田高校東京同窓会からも積極的に出席するようにし

ています。

　また秋田県全体の高校の運動部の東京全国大会を応援していこうという動

きが盛んになってきています。

  

幹事会の実行（幹事の皆さん、一年間に渡って大変ご苦労様でした。）
　平成 24 年：7 月 13 日（金） 9 月14 日（金） 11 月16 日（金） 
　平成 25 年：1 月11日（金）  3 月 9 日（金）　4 月 5 日（金）　
　5 月11日（土）　以下予定　7 月12 日（金）9 月13 日（金）11 月 8 日（金）

1. 会報誌「天上はるかに」を同窓会活性化の手段として活用
　会員が興味、関心をもてる紙面づくり
　年２回発行とする  原則４月末、10 月末　2000 部以上発送
　編集部員を増強して充実化する。

2. ホームページの充実
　同窓会本部、他支部、他校同窓会ホームページとのリンクとＰＲ
　各年次同期会の報告記事、同窓生の関連するイベントやニュースを載せる。

3.　二大イベントとして
① 7 月 定期総会　本年は秋田高校創立 140 周年記念のため「集い」を企画し記念
　シンポジュームを行う
② 1 月賀詞交歓会と 学生と社会人ＯＢとの交流会（就職懇談会）　
　この試みは他に例をみないユニークなものなので学生、若手会員とともに現役のビジネスマンを積極的に動員する
③ 賀詞交歓会とのコラボで社会人会員と学生会員との積極的交流を計る

4. 渉外活動の活性化
　秋高連、けやき会、秋田ふるさと応援団、県人会、秋田文化会議等秋高同窓会内外団体と協力して秋田応援・東北応援活動をすすめる。

平成 25 年度事業計画案

総会資料・議案書（案）

「第 29 回国民文化祭・
あきた 2014」は 来 年
10 月 4 日〜 11月 3 日、
100 万人秋田へのイベ
ント。「文化」の国体、
首都圏での PR や参加
活動に取り組んでいきま
しょう。
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け
や
き
会
・
秋
田

ふ
る
さ
と
応
援
団
だ
よ
り

秋あ
き

高こ
う

連れ
ん

だ
よ
り

　

４
月
２
０
日
（
土
）
日
本
青
年
館
に

於
い
て
、
役
員
、
運
営
委
員
、
総
会
代

議
員
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
等
、
34
同
窓
会

よ
り
１
０
０
名
が
出
席
の
も
と
、
秋
高

連
２
５
年
度
総
会
・
交
流
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
24
年
度
活
動

報
告
・
決
算
、
25
年
度
事
業
計
画
・
予

算
（
案
）、
会
則
の
一
部
補
充
が
提
案

さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
行

わ
れ
た
交
流
会
で
は
、
得
意
の
余
興
が

披
露
さ
れ
、
な
ご
や
か
な
内
に
皆
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
秋
田

高
校
か
ら
は
、
鎌
田
進
さ
ん
、
横
山
樹

静
さ
ん
、
秋
山
文
平
さ
ん
、
武
内
暁
さ

ん
、
百
瀬
和
さ
ん
、
大
野
の
６
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

ま
た
７
月
３
（
水
）・
４
日
（
木
）、

東
京
知
道
会
同
窓
の
集
い

　

２
月
２
３
日
（
土
）
大
手
町
サ
ン
ケ

イ
プ
ラ
ザ
に
於
い
て
水
中
・
水
戸
一
高

同
窓
会
（
東
京
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
の
３
部
構
成

に
は
、
ご
来
賓
、
会
員
、
幹
事
当
番
年

次
（
Ｓ
５
９
年
卒
）
等
、
約
３
３
０
人

が
参
加
、
４
時
間
を
超
え
て
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
秋
田
高
校
か
ら
は
、
渋

谷
潔
さ
ん
、
大
野
が
出
席
、
懇
親
を
深

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
訪
問
」
と
し
て
、
秋
田
高

校
・
能
代
松
陽
高
校
へ
の
訪
問
・
情
報

交
換
と
、
男
鹿
観
光
を
実
施
し
ま
す
の

で
是
非
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。（
お
問
い
合
わ
せ
：
０
９
０

─
５
７
７
１
─
５
３
３
１
：
大
野
）

収　　支　　予　　算　　書
平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日
（収入の部）	 単位：円

科							目 平成 24年度決算 平成25年度予算 　予算書摘	要
前年度繰越金 781,220	 1,061,133	
年		会		費 1,074,000	 1,200,000	 会費納入予定者	400名
総		会		費 576,000	 1,500,000	 出席予定者　200名
賀詞交歓会費 452,000	 700,000	 出席予定者		100名
寄付金収入 129,000	 200,000	 寄付金
雑　収　入 0	 0	 受取利息
						合								計 3,012,220	 4,661,133	

収　　支　　計　　算　　書
平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日
（収入の部）	 単位：円

科							目 平成 24年度決算 　決　	算　		書　		摘	　	要
前年度繰越金 781,220	
年		会		費 1,074,000	
総		会		費 576,000	 出席者１２４名（含、来賓）
賀詞交歓会費 452,000	 出席者１２６名（含、学生）
寄付金収入 129,000	 寄付金
雑収入 0	 受取利息
						合								計 3,012,220	

（支出の部）	 単位：円

科							目 平成 24年度決算 　決算書摘	要
総　会　費 538,558	 ハイアットリージェンシー東京
賀詞交歓会費 423,623	 アルカディア市ヶ谷
秋高連合会費 10,000	 秋高連
諸　会　費 10,000	 けやき会
会　議　費 8,100	 幹事会会場費
印　刷　費 436,472	 会報誌等作成、封筒・はがき印刷代
広　告　費 50,500	 さきがけ新聞広告掲載料他
通　信　費 376,689	 郵送関係
雑　　　費 97,145	 振込手数料、事務手数料

　

秋
田
市
内
団
体
・
高
校
連
合
の
「
け

や
き
会
」
の
市
政
情
報
交
換
会
は
10
月

24
日
、
ゴ
ル
フ
会
、
登
山
、
浅
草
寺
Ｐ

Ｒ
ど
交
流
会
活
発
。

　
「
秋
田
ふ
る
さ
と
応
援
団
」
は
、
4

年
目
の
垣
根
を
越
え
て
全
国
大
会
出
場

校
へ
の
応
援
。

　

本
校
の
武
道
館
で
の
全
国
大
会
個
人

出
場
の
エ
ー
ル
も
。
8
月
31
日
「
第
3

回
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
（
日
本
青
年

館
）」
に
参
加
を
。（
武
内
）

						小								計 1,951,087	
次年度繰越金 1,061,133	
合　　計 3,012,220	

貸　借　対　照　表
平成２５年３月３１日現在	 単位：円

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額
普通預金 44,146
通常貯金 1,016,987 正味財産 1,061,133
合　　計 1,061,133 1,061,133

財　　産　　目　　録
平成２５年３月３１日現在	 単位：円

科　　目 摘　　要 金　　額　 備　　考
普通預金 みずほ／築地 44,146
通常貯金 ゆうちょ銀行 1,016,987

　　合　　計 1,061,133

以上の通り決算報告いたします。	 平成 25年 7月6日
	 秋田高校東京同窓会会長　橋本　五郎	
以上の決算報告について、監査の結果適正であることを認めます。	

監事　東海林和彦

平成 24 年度決算書

平成 25 年度予算書
（支出の部）	 単位：円

	科							目 平成 24年度決算 平成25年度予算 　予算書摘		要
総　会　費 538,558	 1,300,000	 出席予定者　200名　
賀詞交歓会費 423,623	 650,000	 出席予定者		100名
秋高連合会費 10,000	 50,000	 秋高連
諸　会　費 10,000	 50,000	 けやき会
会　議　費 8,100	 20,000	 幹事会会場費
印　刷　費 436,472	 700,000	 会報誌等作成、封筒・

はがき印刷代
広　告　費 50,500	 70,000	 広告掲載料
通　信　費 376,689	 400,000	 郵送関係費
雑　　　費 97,145	 150,000	 振込手数料、事務手数料
						小								計 1,951,087	 3,390,000	
次年度繰越金 1,061,133	 1,271,133	
合　　計 3,012,220	 4,661,133	
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年
の
交
流
会
で
後
輩
達
に
講
演
し
た
い
と
の
頼
も

し
い
意
思
表
明
を
頂
戴
し
、
秋
高
同
窓
生
の
絆
の

強
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
業
界

で
ご
活
躍
中
の
先
輩
方
が
、
業
種
毎
に
分
か
れ
膝

詰
め
形
式
で
学
生
達
と
直
接
対
話
す
る
場
を
、
約

１
時
間
に
設
け
ま
し
た
。
学
生
達
に
は
志
望
す
る

業
種
の
先
輩
方
か
ら
直
接
お
話
を
伺
え
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
、
先
輩
方
か
ら
も
自
身
の
就
活
経

験
、
現
職
を
踏
ま
え
た
後
輩
た
ち
へ
の
厳
し
く
も

温
か
い
励
ま
し
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
橋
本
五
郎
会
長
（
昭
和
４
０
年
卒
）
の
挨

拶
で
約
３
時
間
に
亘
っ
た
交
流
会
は
盛
会
に
終
了

と
な
り
ま
し
た
。
交
流
会
に
参
加
し
た
学
生
達
は
、

引
き
続
き
「
賀
詞
交
歓
会
」
に
移
動
し
、
社
会
人

O
B

お
よ
びO

G

達
と
の
懇
親
、
交
流
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
学
生
達
は
希
望
の
職
種
に
つ
く
先
輩
達

と
も
積
極
的
に
交
流
し
、
普
段
、
就
活
本
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
生
の
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
大
盛
況
に
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
交
流
会
に
参
加
し
た
学
生
達
が
一
人
で
も

多
く
、「
先
輩
、
内
定
を
取
り
ま
し
た
！
」
と
同

窓
会
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
日
を
東
京
同
窓
会
幹
事

一
同
、
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
心
待
ち
に
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
学
生
達
が
秋
高
同
窓
生
の
各

界
で
ご
活
躍
の
諸
先
輩
方
と
面
識
を
得
え
、
関
係

構
築
を
は
か
れ
る
、
ま
た
、
就
職
の
悩
み
を
相
談

で
き
る
格
好
の
機
会
で
あ
り
、
大
学
の
同
窓
会
と

は
一
味
違
っ
た
特
徴
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
。

秋
高
同
窓
会
で
の
絆
・
縁
を
大
切
に
、
こ
の
交
流

会
を
毎
年
継
続
し
て
開
催
・
運
営
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
大
学
生
は
も
と
よ
り
社
会

人
の
皆
様
に
も
是
非
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
引
き
続
き
格
段
の
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。東

京
同
窓
会
幹
事
　
交
流
会
担
当
　

Ｓ
51
卒
　
鈴
木
　
香

賀
詞
交
歓
会
に
参
加
し
て

　

以
前
何
度
か
秋
田
高
校
東
京
同
窓
会
に
は
参

加
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。
今
回
は
同
級
生

の
有
路
君
の
誘
い
も
あ
り
ま
た
母
校
出
身
の
著
名

な
方
々
の
講
演
を
拝
聴
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
思

い
、
高
校
時
代
の
思
い
出
と
懐
か
し
さ
を
噛
み
し

め
に
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
向
か
い
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
は
寄
席
芸
人
の
「
宮
田
陽
こ
と

齊
藤　

敬
さ
ん
」
で
し
た
。
は
じ
め
て
聴
く
お
名

前
で
秋
田
高
校
Ｏ
Ｂ
で
は
異
色
で
漫
才
師
と
い
う

こ
と
も
あ
り
興
味
津
津
で
聞
か
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
宮
田
陽
さ
ん
の
巧
み
な
話
術
と
軽
快
な

テ
ン
ポ
で
会
場
は
笑
い
の
渦
と
な
り
ま
し
た
。
会

場
の
方
も
仲
間
を
見
守
る
よ
う
に
温
か
く
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

浅
草
演
芸
ホ
ー
ル
や
新
宿
末
広
亭
な
ど
都
内
で

ご
活
躍
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
陰
に
は
計
り
知

れ
な
い
苦
労
が
あ
り
そ
れ
を
バ
ネ
に
し
て
が
ん

ば
っ
て
お
ら
れ
る
姿
が
眩
し
く
思
え
自
分
自
身
の

2013年

　

平
成
２
５
年
１
月
２
６
日
（
土
）、
恒
例
の
「
大

学
生
と
社
会
人
の
交
流
会
」
が
大
学
生
１
２
名
お

よ
び
社
会
人
数
名
の
出
席
で
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市

ケ
谷
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
の
交
流
会
は
、「
昨
年
の
交
流
会
に
参
加

し
内
定
を
勝
ち
取
っ
た
大
学
４
年
生
が
、
就
活
に

立
ち
向
か
う
学
生
達
に
熱
く
語
り
か
け
る
」
と
の

趣
旨
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
趣
旨
で
の
交
流

会
の
開
催
は
、
本
年
が
初
め
て
の
試
み
と
な
り
ま

し
た
。
午
後
１
時
か
ら
就
活
ポ
イ
ン
ト
の
概
説
の

後
、
青
山
学
院
大
学
総
合
文
化
政
策
学
部
４
年
・

上
垣
史
彦
氏
（
平
成
２
０
年
卒
、
富
士
重
工
業

（
株
）
就
職
予
定
）、
お
よ
び
早
稲
田
大
学
法
学
部

４
年
・
佐
藤
喬
氏
（
平
成
２
１
年
卒
、
丸
紅
（
株
）

就
職
予
定
）
を
講
師
に
迎
え
、
大
学
生
の
参
加
者

と
対
話
形
式
で
講
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。
両
講
師

か
ら
は
、
約
１
時
間
半
に
渡
り
「
就
活
に
取
り
組

む
全
般
的
な
心
構
え
に
始
ま
り
、
就
活
中
の
種
々

の
留
意
点
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
押
さ
え
て
お

く
べ
き
点
や
試
験
・
Ｏ
Ｂ
訪
問
・
面
接
攻
略
の
秘

訣
、
自
身
が
内
定
を
勝
ち
取
れ
た
ポ
イ
ン
ト
・
分

岐
点
等
」
を
中
心
に
熱
い
思
い
と
励
ま
し
を
学

生
さ
ん
た
ち
に
届
け
る
と
と
も
に
、
学
生
達
の
質

問
・
不
安
に
関
し
て
も
分
り
易
く
応
答
・
ご
対
応

い
た
だ
き
ま
し
た
。
様
々
な
苦
労
・
努
力
の
賜
物

で
見
事
に
優
良
企
業
に
内
定
を
勝
ち
取
っ
た
両
氏

の
自
ら
の
経
験
に
基
づ
く
熱
弁
と
真
剣
な
質
疑

応
答
で
、
集
ま
っ
た
学
生
達
に
も
参
考
に
な
っ
た

と
大
変
好
評
で
し
た
。
参
加
し
た
何
人
か
の
学
生

か
ら
は
、
自
分
が
内
定
を
取
得
し
た
暁
に
は
、
来
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か
ら
約
25
年
が
過
ぎ
、
秋
田
高
校
に
入
学
し
た

と
き
に
応
援
団
の
方
々
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
多

く
の
歌
も
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
校
歌
以
外
は
ほ

と
ん
ど
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
社
会
人
に
な
っ
て
、
転

職
、
職
種
変
更
と
い
っ
た
人
生
の
転
機
が
訪
れ
る

た
び
に
、
お
教
え
い
た
だ
い
た
多
く
の
歌
の
中
で

一
曲
、
曲
名
は
思
い
出
せ
な
い
の
で
す
が
、「
自

ら
に
由
り
て
進
ま
ん
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
だ
け
が
、

な
ぜ
か
頭
の
中
で
繰
り
返
し
流
れ
、「
な
ん
と
す

べ
ぇ
」
と
悩
む
自
分
の
応
援
歌
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
賀
詞
交
歓
会
の
開
催
時
期
は
、
本
格

的
な
独
立
開
業
を
決
意
す
る
時
期
に
偶
然
重
な

り
ま
し
た
の
で
、
ま
た
、
そ
の
フ
レ
ー
ズ
が
頭
の

中
に
流
れ
て
い
る
状
態
で
の
参
加
で
し
た
。

　

賀
詞
交
歓
会
で
は
、
多
く
の
先
輩
や
後
輩
と

名
刺
交
換
し
つ
つ
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
際
、
各
界
の
牽
引
役
と
し
て
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
々
が
、
初
見
で
あ
り
な
が
ら
、
秋
田

高
校
の
同
窓
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
独
立
開
業

を
決
め
た
私
に
「
が
ん
ば
れ
よ
」
と
お
言
葉
を
か

け
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
温
か
い
も
の
を
い
た
だ

い
た
感
じ
が
い
た
し
ま
し
た
。

　

自
分
は
、
独
立
開
業
す
る
に
あ
た
り
、
自
ら

は
社
会
と
い
う
嵐
の
中
を
舞
う
一
枚
の
葉
っ
ぱ
で
、

自
分
の
力
だ
け
を
頼
り
に
し
て
風
の
流
れ
を
読
ん

で
生
き
延
び
て
い
か
ね
ば
、
と
い
う
気
持
ち
で
お

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
し
た
。
自
分
は
社

会
と
い
う
樹
に
つ
な
が
っ
た
葉
で
あ
り
、
決
し
て

独
り
で
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
自
分
が
歩
い
て

き
た
道
も
自
ら
の
一
部
と
し
て
、
踏
み
出
す
次
の

一
歩
を
決
め
る
理
由
と
な
る
こ
と
、
つ
ま
り
、「
自

ら
に
拠
り
て
進
ま
ん
」
で
は
な
く
、
や
は
り
「
自

ら
に
由
り
て
進
ま
ん
」
で
あ
る
こ
と
を
、
今
回
、

賀
詞
交
歓
会

に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、

同
窓
生
の
皆

様
に
教
え
て

い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、「
ミ
ズ
カ
ラ
ニ
ヨ
リ

テ
ス
ス
マ
ン
」
と
い
う
歌
詞
の
歌
を
知
り
た
い
、

と
い
う
と
ん
で
も
な
い
電
話
の
問
い
合
わ
せ
に
応

え
て
、
そ
の
歌
詞
が
秋
高
賛
歌
の
３
番
に
あ
る
こ

と
を
調
べ
て
い
た
だ
い
た
秋
田
高
校
事
務
室
の
佐

藤
様
、
お
よ
び
、
こ
の
話
を
聞
い
て
、
１
３
０
周

年
記
念
の
Ｃ
Ｄ
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
秋
田
高
校

同
窓
会
事
務
局
長
寺
田
様
に
、
こ
の
場
を
借
り
て

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

Ｓ
60
卒
　
大
窪
克
之

「
東
京
同
窓
会
の
す
ゝ
め
」

　
「
な
ん
だ
か
堅
苦
し
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」

「
大
先
輩
ば
か
り
で
居
場
所
が
無
さ
そ
う
」「
橋
本

五
郎
さ
ん
が
い
る
ら
し
い
」。
一
体
ど
ん
な
会
な

の
か
わ
か
ら
な
い
、
こ
れ
が
秋
田
高
校
東
京
同
窓

会
に
参
加
す
る
ま
で
の
私
の
正
直
な
印
象
で
し
た
。

恐
ら
く
、
参
加
さ
れ
た
こ
と
が
無
い
方
は
ほ
と
ん

ど
同
じ
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

励
み
に
も
な
り
ま
し
た
。
宮
田
さ
ん
が
話
し
て
お

ら
れ
た
「
芸
を
磨
く
と
い
う
こ
と
は
、
く
ず
れ
お

ち
る
砂
山
に
何
度
も
何
度
も
砂
を
積
み
上
げ
る
よ

う
な
も
の
で
す
。」
と
言
っ
て
い
た
こ
と
が
印
象

的
で
し
た
。

　

懇
親
会
の
席
で
は
驚
き
が
あ
り
ま
し
た
。
会

場
に
は
10
数
人
の
現
役
大
学
生
が
社
会
人
と
の

交
流
会
も
兼
ね
て
参
加
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ

の
中
に
同
級
生
の
娘
さ
ん
が
い
た
の
で
す
。
彼
女

が
小
学
生
の
頃
会
っ
て
以
来
だ
っ
た
の
で
、
す
っ

か
り
大
人
に
変
わ
っ
て
い
た
こ
と
と
自
分
た
ち
の

子
供
世
代
の
若
い
人
た
ち
が
秋
田
高
校
の
伝
統
を

し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
に
感
慨
深
い

思
い
が
し
ま
し
た
。
懇
親
会
が
進
む
に
つ
れ
、
は

じ
め
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
テ
ー
ブ
ル
の
会
話
が
い

つ
の
間
に
か
秋
田
弁
が
飛
び
交
う
よ
う
に
な
り
、

「
こ
こ
は
秋
田
か
」
と
錯
覚
す
る
ほ
ど
和
や
か
で

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
気
が
つ
い
た
と

き
は
校
歌
の
大
合
唱
で
し
た
。

　

た
だ
残
念
だ
っ
た
こ
と
は
55
年
卒
組
が
有
路
君

と
二
人
き
り
だ
っ
た
こ
と
と
二
次
会
に
そ
の
同
級

生
の
娘
さ
ん
を
誘
っ
て
の
で
す
が
ア
ッ
サ
リ
断
ら

れ
た
こ
と
で
し
た
。
東
京
に
お
ら
れ
る
55
年
卒
の

み
な
さ
ん
次
は
秋
田
高
校
東
京
同
窓
会
で
会
い
ま

し
ょ
う
。

Ｓ
55
卒
　
加
藤
　
仁

　

期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
鶯
坂
を
上
っ
た
日
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で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
初
参
加
の
様
子
を
書
く

こ
と
で
、
同
世
代
の
方
々
に
是
非
と
も
次
回
以
降

参
加
し
た
く
な
る
よ
う
、
当
日
の
様
子
を
綴
ら
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
実
際
に
参
加
し
て
み
る
と
こ
の
確
か

に
半
分
く
ら
い
は
想
像
通
り
。
会
場
は
多
く
の

先
輩
方
が
既
に
着
席
し
て
お
り
、
思
っ
た
以
上
に

同
世
代
が
い
な
い
こ
と
に
「
う
わ
ー
ど
こ
に
座
ろ

う
？
」
と
若
干
び
び
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か

も
渡
さ
れ
た
名
簿
を
見
る
と
、
就
職
を
控
え
た
大

学
生
を
除
け
ば
社
会
人
で
は
私
が
最
年
少
と
い
う

状
況
で
、
適
当
に
空
い
て
い
た
テ
ー
ブ
ル
に
座
っ

た
も
の
の
何
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
周
囲
を
キ
ョ

ロ
キ
ョ
ロ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
困
惑
し
た
ま
ま
、
開
会
の
挨
拶
が
あ
り

乾
杯
へ
。
そ
こ
か
ら
は
不
安
も
何
の
そ
の
、
秋
田

人
の
血
な
の
か
、
お
酒
が
入
る
と
会
場
の
雰
囲
気

も
一
気
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。
周
囲

の
先
輩
方
も
気
を
使
っ
て
く
れ
て
か
、
こ
ち
ら
に

沢
山
話
し
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は

や
は
り
職
業
の
話
な
ど
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
秋

田
の
話
に
話
題
が
変
わ
る
と
、
県
立
児
童
会
館
の

辺
り
に
ス
ケ
ー
ト
場
が
あ
っ
た
と
い
う
昔
話
を
教

え
て
も
ら
う

な
ど
、
地
元

ト
ー
ク
に
花

が
咲
き
ま
し

た
。
気
が
付

け
ば
二
次
会
ま
で
顔
を
出
せ
て
い
た
だ
き
、
私
自

身
か
な
り
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
は
今
さ
ら
同
窓
会
だ
な
ん
て
ノ
ス
タ

ル
ジ
ー
に
浸
る
の
は
ダ
サ
イ
な
ぁ
な
ん
て
思
っ
た

り
し
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
会
に
参
加
し
た

こ
と
で
、
秋
田
と
い
う
の
も
自
分
を
一
つ
の
良
い

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
だ
な
と
思
う
よ
う
に
少
し
自

分
の
価
値
観
に
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
校
時
代
は
何
か
に
つ
け
て
歌
う
の
が
億
劫

だ
っ
た
校
歌
も
、
30
歳
に
な
っ
た
今
歌
っ
て
み
る

と
ま
る
で
別
の
歌
の
よ
う
な
気
分
が
味
わ
え
ま
す
。

な
か
な
か
腰
が
あ
が
ら
ず
参
加
し
て
い
な
い
皆
さ

ん
、
考
え
る
よ
り
行
動
を
！
と
い
う
こ
と
で
一
度

飛
び
込
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
！Ｈ

13
卒
　
松
田
　
淳

　

私
は
、
秋
高
で
は
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、
勉

強
よ
り
も
野
球
を
優
先
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。
一
般
の
秋
高
生
と
か
け
離
れ
た
生
活
を
し
、

成
績
も
底
辺
だ
っ
た
人
間
で
す
が
、
恥
ず
か
し
な

が
ら
、こ
の
度
『
学
生
と
社
会
人
Ｏ
Ｂ
の
交
流
会
』

に
お
い
て
就
職
体
験
談
を
語
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

拙
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
少
し
で

も
後
輩
た
ち
の
就
職
活
動
の
参
考
に
な
れ
ば
幸

い
で
す
。
今
回
の
経
験
は
、
自
分
自
身
の
就
職
活

動
を
反
省
す
る
良
い
き
っ
か
け
と
な
り
、
ま
た
プ

レ
ゼ
ン
内
容
に
対
し
て

社
会
人
Ｏ
Ｂ
の
方
か
ら

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
頂

け
た
の
で
、
私
に
と
っ

て
も
得
る
も
の
が
大
き

い
会
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
会
の
中
で
橋

本
五
郎
会
長
が
就
活

生
に
向
け
た
「
数
あ
る

職
種
の
中
か
ら
、
特
定
の
職
種
・
企
業
を
選
ん
だ

理
由
を
常
に
念
頭
に
置
く
こ
と
の
大
切
さ
」
に
関

す
る
お
話
は
4
月
か
ら
社
会
人
と
し
て
働
く
自

分
に
と
っ
て
も
、
心
に
響
く
も
の
で
し
た
。

　

就
職
活
動
の
取
り
組
み
方
に
正
解
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
今
回
の
会
に
参
加
さ
れ
た
学
生
の
皆
様

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
年
就
職
に
臨
む
す
べ
て

の
方
々
が
自
分
ら
し
い
就
職
の
や
り
方
で
、
納
得

の
い
く
進
路
に
進
ま
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て

お
り
ま
す
。
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
場
を
設
け
て

く
だ
さ
っ
た
鈴
木
様
を
は
じ
め
と
す
る
秋
田
高
校

東
京
同
窓
会
の
皆
々
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。	

Ｈ
20
年
卒
　
上
柿
史
彦 
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S50年卒

S28年卒

加藤日出男

S33年卒

熊谷光太郎
中野地区秋田県人会会長

S35年卒

吹 浦 忠 正
世界にはばたけ秋高生・OB!

S43年卒

荒 谷 紘 毅

ふるさとへの帰郷を待ってます

NPO法人住宅住総合センター

会長 高橋　実
　役員一同

祝　秋田高校140周年

在京秋田県高等学校
同窓会連合会（秋高連）

S62年卒

齊  藤 　 敬

毎月1～9日浅草東洋館にて
「漫才大行進」絶賛公演中

（社） 漫才協会

03-5241-9196

S42年卒

清 水 光 雄

かゆいところをかいちゃいます

スポーツニッポン新聞創刊65周年

S44年卒

一人で考え込まないで!

弁護士法人
高橋裕次郎
法律事務所

y-takahashi-law@f04.itscom.net

S22年卒

佐 藤 菊 夫

交響讃頌 大いなる秋田…¥3000（送料込）
童謡連曲 おもちゃのマーチ…¥3000（送料込）

サトー音楽研究所

TEL/FAX 03-0704-1190

S31年卒

町 田 　睿
お客さまを知る、地域に応える

（株）北部銀行　取締役会長

S32年卒

小柳　輝芳
〒167-0042　杉並区西荻北 2-9-15-117
http://www.koyanagidental.com
TEL 03-3394-1133

こやなぎ歯科

S42年卒
世界の水問題解決は
グローバル・ウォータ・ジャパンへ

 グローバルウォータ・ジャパン代表
吉村 和就

http://gwaterjapan.com/

S40年卒

読売新聞特別編集委員
秋高東京同窓会会長

橋本五郎

S47年卒
税務署という漢字を見たら
鎌田へご一報を

鎌田会計事務所
鎌 田 　進

sukamata@nifty.com

秋田高校東京同窓会幹事長

若い根っ子の会会長

渡邊桃伯子
簡単フォーム作成・顧客管理

メール配信システム

『サポチュー』
www.support-you.jp

秋田文化会議

国民文化祭あきた 2014
首都圏行動を

★オール秋田  へばぁ !
　えぐどぉ !みんなして!
★秋田人以外の人へ
　秋田を知って、行って、体験を

秋田高校創立140周年

協賛広告
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藤
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植
村
嘗
子 

昭
和
39
年　

倉
泉
信
夫 

昭
和
40
年　

佐
々
木
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秋高東京同窓会会長

橋本 五郎

妻
が
く
も
膜
下
出
血
で
倒
れ
て
か
ら
一
年
余
り
。
言
葉

を
取
り
戻
す
た
め
、
懸
命
な
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
る
毎
日

で
す
。
午
前
中
だ
け
で
も
、
で
き
る
だ
け
家
に
い
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
家
事
は
妻
が
一
通
り
で
き
ま

す
。
私
の
役
割
は
布
団
を
干
す
こ
と
で
す
。
東
京
で
は
、

冬
で
も
布
団
を
干
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
干
し
な
が
ら

つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。「
冬
で
も
布
団
を
干
せ
る
な
ん

て
何
て
幸
せ
な
こ
と
だ
ろ
う
。
秋
田
で
は
布
団
を
干
す

ど
こ
ろ
か
、
一
日
に
何
回
も
雪
か
き
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
に
」。
ど
こ
に
住
む
か
は
自
分
で
選
ん
だ
こ

と
で
は
な
い
の
か
と
言
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は

不
公
平
だ
と
思
う
の
で
す
。
同
じ
条
件
で
な
い
な
ら
ば
、

政
治
が
配
慮
す
べ
き
は
当
然
で
は
な
い
の
か
と
思
う
の

で
す
。

新
幹
線
は
す
べ
て
東
京
が
始
発
で
す
。
東
京
か
ら
青
森
、

東
京
か
ら
秋
田
、
東
京
か
ら
新
潟
…
…
。
秋
田
か
ら
新

潟
に
行
く
の
に
、
直
接
行
く
の
で
は
大
変
で
す
。
東
京

に
行
っ
て
か
ら
新
潟
に
行
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
変
じ

ゃ
な
い
で
す
か
。
一
極
集
中
が
問
題
だ
と
い
い
ま
す
が
、

こ
れ
で
は
一
極
集
中
す
る
の
が
当
た
り
前
で
す
。
国
政

選
挙
に
お
け
る
「
一
票
の
格
差
」
が
大
き
な
政
治
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
に
は
「
都
会
の
論
理
」
が
幅
を

き
か
せ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
東
京
生

ま
れ
の
東
京
育
ち
の
政
治
家
が
増
え
て
い
る
の
も
気
に

な
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
地
方
は
衰
退
の
一
途
を
た

ど
る
で
し
ょ
う
。「
地
方
の
再
生
な
く
し
て
日
本
の
再

生
は
あ
り
え
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
基
本
に
据
え
て
こ

れ
か
ら
の
国
づ
く
り
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
痛
切
に
思
い
ま
す
。

秋
田
本
部
同
窓
会
事
務
局
日
誌

幹
事
長
だ
よ
り

　

東
京
同
窓
会
の
皆
様
、
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。
母
校
は
今
年
創
立
１
４
０

周
年
を
迎
え
ま
す
。
９
月
１
日
午
前
10
時
か
ら
の
記
念
式
典
（
於
秋
田
県

民
会
館
）
で
は
、
東
京
同
窓
会
会
長
橋
本
五
郎
様
（
昭
40
卒
）
か
ら
「
真
の

リ
ー
ダ
ー
と
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」
と
題
し
て
の
ご
講
演
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
前
東
大
総
長
佐
々
木
毅
様
（
昭
36
卒
）
か
ら
は
第
20
回

の
企
画
展
示
を
校
地
内
同
窓
会
館
「
羽
城
館
」
で
、
秋
高
祭
当
日
（
６
月
29
・

30
日
）
か
ら
創
立
記
念
月
９
月
末
ま
で
行
っ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
二
つ
と

も
同
窓
の
皆
様
に
は
広
く
門
戸
を
開
い
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
出
で
下
さ
い
。
ま
た
、
秋
高
連
（
東
京
の
秋
田
県
高
校
同
窓
会
連
合
会
）

の
大
野
省
治
会
長
代
行
様
（
昭
42
卒
）
か
ら
は
七
月
に
数
十
人
が
秋
高
を
訪

問
す
る
と
の
連
絡
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
さ
に
秋
田
県
・
秋
田
高
校
は

古
里
を
離
れ
ら
れ
た
方
々
の
厚
い
ご
支
援
と
ご
協
力
の
絆
に
支
え
ら
れ
て
い
る

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

母
校
支
援
を
眼
目
と
す
る
募
金
は
既
に
二
千
万
円
近
く
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
ま
だ
目
標
額
の
三
分
の
二
弱
で
す
。
五
月
上
旬
に
お
届
け
す
る
「
同

窓
会
だ
よ
り
」
が
最
後
の
機
会
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
Ｓ
41
卒　

寺
田
和
夫　

本
部
事
務
局
長
）

　

今
年
は
我
が
秋
田
高
校
の
１
４
０
周
年
に
当
た
り
ま
す
。
わ
れ
ら
同
窓

生
の
老
い
も
若
き
も
こ
の
１
４
０
年
と
い
う
数
字
に
驚
き
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。

長
き
に
わ
た
り
諸
先
輩
た
ち
が
歩
ん
で
き
た
道
を
我
ら
も
続
き
そ
し
て
後

輩
た
ち
も
黙
々
と
突
き
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
１
４
０
年
と
い
う
歴
史
が
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
重
く
感
じ
ま
す
。
高
校
で
過
ご
す
時
間
は
3
年
間
と
い
う
、

長
い
人
の
一
生
か
ら
見
れ
ば
短
い
時
間
で
す
。
し
か
し
そ
の
3
年
間
に
こ
そ
一

生
を
生
き
ぬ
く
力
を
得
る
の
で
す
。
子
供
か
ら
大
人
へ
の
転
換
期
で
も
あ
り

青
春
と
い
う
名
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
年

老
い
て
も
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
記
憶
と
な
っ
て
残
る
の
で
す
。「
も
う

一
度
あ
の
3
年
間
に
戻
っ
て
み
た
い
」
な
ど
と
叶
わ
ぬ
夢
を
見
た
り
も
す
る
の

で
す
。

　

今
年
の
東
京
同
窓
会
は
例
年
と
違
っ
た
総
会
に
し
ま
す
。
幹
事
一
同
張
り

切
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
同
窓
生
に
お
集
ま
り
頂
き
た
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

（
Ｓ
47
卒　

幹
事
長　

鎌
田　

進
）

　
鈴
木
健
次
郎
校
長
離
任
演
説
　（
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
年
）
四
月
）

　
四
年
間
、
諸
君
と
と
も
に
、
秋

し
ゆ
う
こ
う

高
の
新
し
い
発
展
の
た
め
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
よ
く
そ
の
間か

ん
に
中
心
校
と
い
う
こ
と
を
申
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
中
心
校
と
は
、
何
も

秋
田
県
の
中
心
に
所
在
す
る
か
ら
と
い
う
の
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
諸
君
の
エ
リ
ー
ト

意
識
を
強
調
し
た
訳
で
も
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
本
校
の
長
い
歴
史
と
伝
統
が
、
本
校
に
期
待
す

る
社
会
的
要
請
を
述
べ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
今
、
高
等
学
校
の
教
育
が
当
面
し
て
お
る
、
学
力
の
向
上
、
あ
る
い
は
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、

あ
る
い
は
ま
た
、
日
常
生
活
の
正
し
さ
、
そ
う
い
う
も
の
に
対
し
て
、
秋
高
が
そ
の
中
心
と
な
っ
て
、

そ
の
先
達
と
な
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
秋
高
の
役
割
を
強
調
し
て
参
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。

　
秋
高
は
、
古
い
伝
統
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
伝
統
が
古
い
と
か
、
歴
史
が
長

い
と
か
、
あ
る
い
は
設
備
が
い
い
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
い
い
学
校
の
条
件
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
生
徒
の
一
人
一
人
の
生
徒
が
、
学
業
の
生
活
に
対
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
生
活
に
対
し
て
、

ま
た
日
常
生
活
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
積
極
的
姿
勢
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
い
い

学
校
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
決
定
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
、
私
は
、
常
に
、
諸
君
に
、
自
覚
あ
る
、
そ
し
て
ま
た
、
厳
し
い
毎
日

毎
日
の
鍛
錬
の
生
活
を
要
請
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
、
私
は
、
い
い
学
校
で

あ
る
た
め
に
、
一
人
一
人
の
生
徒
諸
君
の
心
構
え
を
強
調
し
て
参
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
と
学
業
の
両
立
と
い
う
こ
と
は
、
き
わ
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
私
も
、
そ
れ

を
十
分
承
知
い
た
し
て
お
り
ま
す
る
け
れ
ど
も
、
な
お
、
ス
ポ
ー
ツ
と
学
業
の
両
立
を
強
調
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。
生
徒
の
一
人
一
人
が
、
こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
何
も
の
に
も
く
じ
け
な
い
信
念

を
持
っ
て
、
何
も
の
に
も
く
じ
け
な
い
意
志
を
持
っ
て
、
何
物
か
を
創
造
す
る
力
を
、
生
徒
諸
君
に

期
待
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
こ
れ
か
ら
の
諸
君
に
望
み
た
い
こ
と
は
、
今
の
民
主
主
義
と
い
う
も
の
は
、
と
も
す
れ
ば
、

外
部
の
権
力
に
対
す
る
抵
抗
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
る
け
れ
ど
も
、
本
当
の
民
主
主
義
と
は
、
自

ら
の
内
心
に
あ
る
邪
念
・
欲
望
に
打
ち
克
つ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
自
ら
の
内
心
に
あ
る
邪
念
・

欲
望
に
打
ち
克
っ
て
は
じ
め
て
、
本
当
の
意
味
の
民
主
主
義
と
い
う
も
の
が
確
立
さ
れ
る
の
で
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
生
徒
諸
君
は
、
一
人
一
人
、
自
ら
の
邪
念
・
欲

望
に
克
っ
て
、
皆

み
ん
なと

協
力
の
で
き
る
学
園
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
秋
高
を
愛
す
る
、
そ
れ
が
故
に
ま
た
再
び
こ
こ
に
、
諸
君
に
入
学
式
に
際
し
て
述
べ
た
同

じ
言
葉
を
繰
り
返
し
て
、
お
別
れ
の
言
葉
に
い
た
し
た
い
。

　「
汝
何
の
為
に
其
処
に
在
り
也
」、
こ
の
言
葉
に
は
っ
き
り
断
言
の
で
き
る

生
徒
一
人
一
人
の
毎
日
の
生
活
で
あ
っ
て
欲
し
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
秋
高
を
愛
す
る
、
そ
れ
故
に
私
は
、
諸
君
の
一
人
一
人
の
努
力
に
よ
っ
て
、
秋
高
が
今
後

益
々
発
展
す
る
こ
と
を
、
心
か
ら
祈
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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